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楽曲分析の研究(Ⅰ)
山 野 誠 之
　（まえがき）楽曲分析は，楽曲分析学としての独自性を持つものであるが，音楽理論の
研究（作曲学），演奏法の理論的構成，音楽学（音楽の歴史学的，芸術学的，美学的研究）
などの補助手段としても大きな有効性が認められる。ここではまず，楽曲分析を行う場合
に必要な楽曲構成の諸要素についてその定義を行い，それらの関係を明らかにし，その後
にいくつかの楽曲についてその分析を試みることとしたい。
1．楽曲分析に必要な楽曲構成要素
　動機（motive）M1，　M2，　M1。，　Mlb………
　音楽の最小断片であって，通常は2音以上でできている。主題や楽曲の構成要素となる。
　楽句（phrase）Ph　I，　Ph∬，　Ph皿………
　メロディとしてのまとまりを持つ。分解されることなく，そのまま移調されたり変奏さ
れたりする。
　音型（figure）F1，：F2，　F3，　R1，　R2………
　リズムだけしかないもの，または音程があってもリズムの意味しかないもの。連続的に
くりかえされる最小断片で，少しメロディアスなものもある。動機を音型として用いるこ
ともある。一定のリズムだけがくりかえされるものをリズム型という。
　法論（passage）P1，　P2，　P　3………
　単音の連続からなる速い一連の動き。つなぎの役目をなし，まとまった印象を与えたり，
何かの要素となったりはしないその場かぎりのもの。
　エピソード（episode）Ep　I，　Ep∬，　Ep皿………
　広義には副次テーマやそれよりもさらに意義の弱い一時的な楽想をいう。狭義にはいわ
ゆる間奏（Zwischenspiel）の部分をいう。
　主題（subject，　theme）SI，　S　E，　S皿（T　I，T豆，　T皿）………
　いくつかの動機からなり，楽曲の中心的な楽想となる。それ自体一つにまとまっており
完結している。
　その他の用語
　アゴーギグ（Agogik，速度のわずかな変動），アーティキュレーション（articulation，
諸要素の中におけるさらに小さい部分の断続），ゼクエンツ（sequence，種々の同型反復），
提示部（exposition，　Exp．）展開部（development，　Dev．）再現部（recapitulation，　Rec。）
これらについては必要に応じて活用する。
　2．動機，楽旬，主題の相互関係について
　上記の諸要素のうちから，最も主要な要素である動機，楽句，主題について，その相互
関係を明らかにしたい。
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　この図における部分a，俘については上記の通りである。bは動機だけから成る主題で
ある。cは，動機が楽句を構成し，主題の一部分となる場合である。　dは，楽曲構成にお
いて動機に分解されることなく，フレーズとしてのみ主題の一部となる場合である。
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